
東海大学文理融合学部紀要**（20##年）##頁～##頁 

Journal of The School of Humanities and Science of Tokai Univ.,**(20##)pp.##-## 

 - 1 - 

体育会強化指定クラブ所属学生の学習意欲に関する研究  
- 東海大学熊本校舎経営学科学生を対象として -  

 

田中靖久＊  

 
Research on the motivation to learn of students belonging to the Reinforcement Sports Club 

-  For students of Tokai University, Kumamoto Campus, Department of Business Administration  - 
by 

Yasuhisa TANAKA 
 

                  (Received: October 31, 2023, Accepted: January 23, 2024) 
 

Abstract 
This study was conducted to investigate "Reasons for Entering College" and "Willingness to Learn" in the Department of 

Business Administration, Tokai University, in order to clarify the "state of low motivation to learn" shown by the students of 
the Reinforced Sports Club, based on the following three hypotheses. As a result, the following findings were obtained. 

1 Although there is a difference in the motivation to learn between the general students and the students in the clubs, it cannot 
be said that all the motivation to learn is lower in the club students than in the general students. 

2 Although the students in the clubs tend to follow the rules, they have different reasons and purposes for attending university 
than the general students, so their interest in the classes and their willingness to learn and study by themselves are lower than 
the general students. 

3 As seen in the previous study, there is a difference in the willingness to study depending on the grade, with sophomores 
being less willing to study than freshmen. 
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1. 目的 

 

「Student apathy(以下、スチューデントアパシー)」に

ついては、古くから指摘されている問題であり、これま

でにWalters（1961）が提唱して以来、様々な研究がな

されている。この「スチューデントアパシー」というの

は、「学校に行きたくない」、「勉強したくない」、「やる

気が出ない」等の無気力状態を意味している。Walters

によると、スチューデントアパシーは大学2年生の頃に

最も起こりやすいと指摘している。 

ここ数年、本学経営学部経営学科の講義においても無

気力な学生、学習意欲の低い行動（居眠り、携帯電話の

使用等）をとる学生が多く見受けられ、学習に対して無

気力状態の学生が増加傾向にあると、執筆者は感じる。

原因として、①基礎学力レベルの低い学生の入学（大学

全入時代）、②進学理由・目的の違い（目的意識低下）

③新しい環境での生活習慣の乱れ（自由度の高い生

活）、等が挙げられる。また、本学経営学科入学学生の

場合、「②進学理由・目的の違い」の背景として、体育 
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会強化指定クラブに所属している学生（以下、強化クラ

ブ学生）が約30%在籍していることにあると考えられる。

強化クラブ学生の中には、大学に入学する目的の優先

順位として、本学経営学科での学びよりも、クラブ活動

での活躍を優先にしている学生も存在する。その為か、

本学科科目担当教員から強化クラブ学生の無気力状態、

特に学習意欲低下を指摘する声を耳にする。しかし、そ

れらを証明する根拠はない。またそれを裏付ける研究報

告も見当たらない。 

 そこで本研究は、本学経営学部経営学科学生の「進学

理由」と「学習意欲」を調査し、強化クラブ学生が示す

「学習意欲の状態」を明らかにする為、以下の3つの仮

説をもとに検証を行った。 

1.1強化クラブに所属していない学生（以下、一般学生）

と強化クラブ学生の学習意欲に違いがあり、強化クラブ

学生の学習意欲が一般学生に比べて低い。 

1.2 強化クラブ学生は、進学理由が「クラブ活動での

活躍」の為、単位取得を重視し授業内容には興味を持

っていない。 

1.3 学年によって学習意欲に違いがあり、強化クラブ

学生は、1年生よりも2年生の学習意欲が低い。 
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Abstract
　This study was conducted to investigate "Reasons for Entering College" and "Willingness to Learn" in the 
Department of Business Administration, Tokai University, in order to clarify the "state of low motivation to learn" 
shown by the students of the Reinforced Sports Club, based on the following three hypotheses.  As a result, the 
following findings were obtained.
　1. Although there is a difference in the motivation to learn between the general students and the students in the 
clubs, it cannot be said that all the motivation to learn is lower in the club students than in the general students.
　2. Although the students in the clubs tend to follow the rules, they have different reasons and purposes for attending 
university than the general students, so their interest in the classes and their willingness to learn and study by 
themselves are lower than the general students.
　3. As seen in the previous study, there is a difference in the willingness to study depending on the grade, with 
sophomores being less willing to study than freshmen.
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2.方法 

 

2.1調査概要（表1） 

本学経営学部経営学科1,2年生301名を分析対象と

し、質問紙による集合調査法で実施した（2015年度7

月春学期終了時）。アンケート内容は、⑴所属に関する

質問⑵大学への進学理由に関する設問(3)学習意欲に関

する設問である。なお、アンケート調査の実施にあたっ

ては、趣旨及び個人情報の保護について説明を行うとと

もに、データの使用については同意を得られた者のみを

分析対象とした。同意を得られなかった者及び回答に不

備のあった者を除き、174名について解析を行った。 

2.1.1体育会強化指定クラブ（強化クラブ） 

強化クラブとは、東海大学九州キャンパスが強化指定

する体育会クラブのことを指す。現在、強化指定クラブ

は、男子硬式野球部、男子サッカー部、男・女バスケッ

トボール部、男・女柔道部、男・女器械体操部、男・女

ゴルフ部である。 

2.2調査内容 

2.2.1アンケートの設問 

⑴属性に関する質問 ①性別、②学生証番号、③体育会

強化クラブ所属の有無、④入試形態 

⑵大学への進学理由 

設問は、Benesse教育研究開発センター（2005）で使

用された調査項目9項目に加え、「大学でクラブ活動を

やりたいから」の設問を追加した。得点の評定は「よく

あてはまる(4点)、どちらかと言えばあてはまる(3

点)、どちらかと言えばあてはまらない(2点)、全くあ

てはまらない(1点)」の4段階尺度で評価を依頼した。 

⑶学習意欲に関するアンケート 

① 意欲低下領域尺度（表2） 

下山(1993)の意欲低下領域尺度は、鉄島(1996)のアパ

シー傾向測定尺度を基に作られ、スチューデント・アパ

シーの特徴でもある活動内容の違いによって選択的退却

が生じる側面を考慮して、意欲低下が生じる場面を大学

生の生活領域で分け、領域ごとに意欲低下を測定する尺

度を作成している。その下位尺度は、「授業場面におけ

る意欲低下(以下:授業意欲低下)」、「学業場面における

意欲低下(以下:学業意欲低下)」、「大学生活場面におけ

る意欲低下(以下:大学意欲低下)」の3つに分かれ、各

下位尺度5項目、計15項目で構成される。得点の評定

は「よくあてはまる(4点)、どちらかと言えばあてはま

る(3点)、どちらかと言えばあてはまらない(2点)、全

くあてはまらない(1点)」の4段階尺度で評価を依頼し

た。合計得点の範囲は全体として 15点-60点、各下位

尺度としてはともに 5点-20点であり、得点が高ければ

高いほど、意欲低下が生じていると判断される。  

② 学習への取り組みに関する尺度 （表3） 

岡田ら(2011)の学習への取り組みに関する尺度は、学

生の学習スタイルを知るために、Benesse教育開発セン

ター(2005)の調査で使用された「学習への取り組み方に
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関する項目」を基に作成されている。大学、高校それぞ

れについて回答するように求め、下位尺度と項目数はそ

れぞれ「勤勉的受講態度7項目」、「積極的主張4項

目」、「自発的学習3項目」、「計画的学習2項目」の4つ

の下位尺度、計16項目で構成されている。得点の評定

は「全くあてはまらない (1点)」「どちらかと言えばあ

てはまない(2点)」「どちらかと言えばあてはまる (3

点)」「とてもあてはまる(4点)」の4段階尺度で評価を

依頼した。合計得点の範囲は各下位尺度で異なり、「勤

勉的受講態度」7点-28点、「積極的主張」4点-16点、

「自発的学習」、3点-12点、「計画的学習」2点-8点で

あり、意欲低下領域尺度とは逆に、合計得点が高ければ

高いほど、意欲が高いと判断される。  

 

3.結果 

 

3.1大学進学の理由（表4） 

強化クラブ学生と一般学生の比較 

度数及び評定平均値を表4に示した。強化クラブ学生

は、「10.大学で部活動をやりたいから」が「とても当て

はまる」「やや当てはまる」合わせて86%（73名）で、

最も多くの者が進学理由として挙げ、一般学生より高い

評定平均値を示したが、それ以外の9項目は、一般学生

の方が高い値を示した。 

また、一般学生は、「4.大学の学歴がほしい」を「と

ても当てはまる」「やや当てはまる」合わせて88%（78

名）で、最も多くの者が進学理由として挙げていた。統

計学的に有意な差が見られたのは、「3.幅広い教養を身

につけたいから」「4.大卒の学歴がほしいから」「7.自由

な時間を得たい」「8.周囲の人がみな行く」が一般学生

の方が有意に高い値を示し、「10.大学で部活動をやりた

いから」は、強化クラブ学生が有意に高い値を示した。 

3.2学習意欲（強化クラブ学生と一般学生の比較） 

3.2.1意欲低下領域尺度 

強化クラブ学生と一般学生の比較 

3.2.1.1合計得点及び下位尺度 (表5・図1） 

合計得点及び下位尺度合計得点の評定平均値、分析結

果を表5・図1（合計得点は除く）に示した。なお、逆転

項目は得点処理をして分析した。合計得点には統計学的

に有意な差は見られなかった。 

両群とも、「学業意欲低下尺度」が3尺度の中で最も高

い評定平均値を示し、学業場面における意欲が最も低い

ことが明らかとなった。ついで、「大学意欲低下尺度」、

「授業低下尺度」の順で評定平均値が高い結果であった。 

統計学的に有意な差が見られたのは、「授業意欲低下尺度」

田中靖久
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で、強化クラブ学生より一般学生の方が高い評定平均値

を示し、強化クラブ学生に比べ一般学生の方が、授業場

面における意欲が低い結果であった。（P<0.05）残る二つ

の尺度に有意な差は見られなかった。  
3.2.1.2項目(表6） 

下位尺度の15項目毎に評定平均値の分析結果を表6に

示した。なお、逆転項目は得点処理をしないで分析した。

強化クラブ学生と一般学生に有意な差が見られたのは、

「7.朝寝坊などで授業に遅れることが多い」(P<0.01)、

「8.何となく授業をさぼることがある」（P<0.05）、「11.

学生生活で打ち込むものがない」(P<0.01)で、一般学生

の方が高い評定平均値を示し、この3項目では、一般学

生の方が、意欲が低い結果であった。 

逆転項目（意欲が高いと高い評定平均値を示す項目）で

統計学的に有意な差が見られたのは、「1.教師に言われな

くても自分から進んで勉強する」(P<0.01)、「4.必要な単

位以外でも、関心のある授業はとるようにしている」

(P<0.05)、の2項目で、強化クラブ学生の方が低い評定

平均値を示し、この2項目では、一般学生に比べ強化ク
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－ 20 －



田中靖久 

 - 5 - 

ラブ学生の方が、意欲が低い結果であった。 

3.2.2学習への取り組みに関する尺度 

強化クラブ学生と一般学生の比較 

3.2.2.1下位尺度 (表7） 

合計得点及び下位尺度合計得点の評定平均値、分析結

果を表7に示した。合計得点及び全ての下位尺度におい

て、強化クラブ学生と一般学生の評定平均値に統計学的

に有意な差は見られなかった。

3.2.2.2項目(表8） 

下位尺度の16項目毎に評定平均値の分析結果を表8に

示した。下位尺度同様、全ての項目において、強化クラ

ブ学生と一般学生の評定平均値に統計学的に有意な差

は見られなかった。 

3.3 強化クラブ学生の学年（1・2年生）による学習意

欲の違い 

3.3.1意欲低下領域尺度 

1年生と2年生の比較 

3.3.1.1下位尺度 (表9・図2） 

合計得点及び下位尺度合計得点の評定平均値、分析結

果を表9・図2（合計得点は除く）に示した。なお、逆転

項目は得点処理をして分析した。 

合計得点及び全ての下位尺度において、1 年生と 2年生

の評定平均値に統計学的に有意な差は見られなかった。 

田中靖久
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両群とも、「学業意欲低下尺度」が3尺度の中で最も

高い評定平均値を示し、学業場面における意欲が最も低

く、ついで、「大学意欲低下尺度」、「授業低下尺度」の

順に評定平均値が高い結果であった。 

3.3.1.2項目(表10） 

下位尺度の 15 項目毎に評定平均値の分析結果を表 10

に示した。なお、逆転項目は得点処理をしないで分析し

体育会強化指定クラブ所属学生の学習意欲に関する研究
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た。統計学的に有意な差が見られたのは、「7.朝寝坊など

で授業に遅れることが多い」（P<0.01）、「8.何となく授業

をさぼることがある」（P<0.05）で、2年生の方が高い評

定平均値を示し、この 2項目では、1年生に比べ 2年生

の方が低い結果であった。 

3.3.2学習への取り組みに関する尺度 

1年生と2年生の比較 

3.3.2.1下位尺度 (表11） 

合計得点及び下位尺度合計得点の評定平均値、分析結

果を表11に示した。 

統計学的に有意な差が見られたのは、合計得点と下位

尺度「自発的学習」「計画的学習」で、2年生より1年生

の方が高い評定平均値を示し、2年生に比べ 1年生の方

が、意欲が低い結果であった。（P<0.01）「勤勉的受講態

度」及び、「積極的主張」については、有意な差は見られ

なかった。 

3.3.2.2項目(表12） 

下位尺度の 16 項目毎に評定平均値の分析結果を表 12

に示した。統計学的に有意な差が見られたのは、「2.履修

（登録) した科目は途中で投げ出さない」（P<0.05）、「3.

授業で出された宿題や課題をきちんとする」（P<0.05）、

田中靖久
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「4.授業に遅刻しないようにする」（P<0.05）、「12.授業

で興味を持ったことについて主体的に勉強する」

（P<0.01）、「13.援業とは関係なく、興味を持ったことに

ついて自主的に勉強する」（P<0.01）、「15.計画を立てて

勉強する」（P<0.01）、「16.自分の意思で継続的に勉強す

る」（P<0.05）の7項目で、2年生より1年生の方が高い

評定平均値を示し、1年生に比べ 2年生の方が有意に低

い結果であった。残りの9項目については、統計学的に

有意な差は見られなかった。 

 

4.考察 

 

②学習への取り組みに関する尺度では、強化クラ

ブの所属の有無により、統計学的に有意な差は見

られなかったが、①意欲低下領域尺度では、下位

尺度、下位尺度の項目において、統計学的に有意

な差が見られた。下位尺度では、一般学生の方

が、強化クラブ学生より意欲低下を示した為、仮

説 1.1 は棄却された結果となった。 

また、①意欲低下領域尺度の下位尺度項目の結果か

ら、強化クラブ学生は、一般学生より「遅刻しない」

「さぼらない」等のルールを遵守する傾向にあるが、自

ら学び勉強する姿勢は一般学生に比べ低いことが明らか

となった。これらの結果に加え、強化クラブ学生は、進

学理由・目的がクラブでの活動を一番の理由に挙げてい

ることから、仮説1.2は、支持された結果となった。 

全ての学習意欲に関する尺度・項目において、一般学

生よりも強化クラブ学生の方が、意欲が低い結果ではな

く、それぞれの意欲の特徴を読み取る事ができる結果で

あった。これらの特徴が、本学科科目担当教員が指摘す

る強化クラブの学習意欲の低下の一因である可能性が考

えられるが、断定はできない。この点については追加の

調査が必要であると考えられる。 

Walters（1961）らの調査に見られる、「2年生の学習意

欲低下」が本調査でもみられた。特に「遅れない」「さぼ

らない」「単位を途中であきらめない」等の、勤勉的学習

態度尺度項目が、1年生に比べ 2年生が低い結果を示し

た。同様に、自ら求めて勉強する等の自発的学習尺度、

計画を立て、継続して勉強する等の計画的学習尺度も 1

年生に比べ2年生が低い結果を示した。よって、仮説1.3

は、支持された結果となった。 

 

5.まとめ 

 

本研究は、経営学部経営学科を対象として、「進学理

由」と「学習意欲」を調査し、強化クラブ学生が示す

「学習意欲の状態」を明らかにする為、以下の3つの仮

説を下に検証を行った。 

その結果、以下の知見が得られた。 

1.一般学生と強化クラブ学生の学習意欲には、違いがあ

るが、全ての学習意欲が一般学生に比べ強化クラブ学生

が低いとは言えない。 

2.強化クラブ学生は、「遅刻しない」「さぼらない」等

のルールを順守する傾向にあるが、大学への進学理

由・目的が一般学生とは違う為、授業に対する興味・

関心、自ら学び勉強する姿勢は一般学生に比べ低いこ

とが明らかとなった。 

3.先行研究に見られる様に、学年によって学習意欲に

違いがあり、1年生よりも2年生の学習意欲が低い。 
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